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和文抄録 1 2 行目

… ･ 左房
一

回拍出係数位 は左房 後負荷 ‥ ‥

石段下か ら11 行目

‥ ･ ･ で ある . 対照の 内訳は ,

… ･

石段下 か ら7 行目

‥ ‥ の 合併例 は対照よ り除外 した .

左 段 8 行目

･ … に わ た り
, 主旦J 秒毎の 左室容積 を

‥ ‥

石段 28 行目

… ･

を用 い て
,
1 6 .7 秒毎の 左 肩容稽

右段 32 行目

… よ り
, 臭旦,ヱ秒毎の 左 宴容憤 を …

′㌧ /
､ 部分 削除

‥ ･ ･ で あ る . 対象の 内訳 は,

･ ･ ･ ･

の 合併例 は対象よ り除外し た .

‥ ･ ･

に わ た り
,
1 / 6 0 秒毎の 左室容積 を ‥ ‥

… ･

を用 い て
,
1 / 6 0 秒毎の 左房容積

･ ･ ‥

よ り , 1/ 6 0 秒毎の 左室容積を
‥ ‥
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真 田 宏 人

(平成 4 年 5 月22 日受付)

肥 大型心 筋症の 左房機能 に つ い て 検討す るた め に
,

正 常対照者14 名 , 本態性高血 圧症患者13 名お よ び肥大 型心筋症患者

1 8 名を 対象と して
,
左窒造影像を 用い て 拡張期左室流入 分画の 解析 を行 な っ た ･ さ ら に

, 左房の 貯留機 軌 導管機能 およびポ

ン プ機能 を 明らか に する 目的 で
,

正 常対照者 5 名 , 本態性高血 圧症患者 6 名お よび 肥大塾心 筋症患者11 名を対象 と して
, 左房

圧 一 客済 曲線を 作成 し検討 した ･ 左室流入 分画の 検討で は
, 高血圧症群 では 拡張早期左室充満の 低下が心 房収縮期 に おける左

室充満 の 増加に よ っ て代償 され て い た が
∫
肥大型心 筋症 群 で は 心房収縮期の 代償が 低下 して い た ･ 左房後負荷 に 関す る検討で

は
,
左室腔硬 さ定数ほ対照群 (0 ･ 0 2 8 士0 ･ 0 0 9) に 比 して 高血圧症群 (0 ･ 03 5 士0 ･ 01 5) で 上 昇 して お り, 肥大塑心筋症群(0 . 0 56 ±

0 ･ 0 1 7) で は さ ら に 上 昇 し て い た ･ 左房 前 負荷に 関す る 検討 で は
▲ 左 房収 縮 直 前 の 左房 圧 お よ び 容 積 は と も に 対照群

(7 ±1 m m H g ･
5 9 士6 m l/ M

2

) に 比 し て 高 血 圧 症 群 (10 土5 m m H g ,
7 1 ±1 9 m l/ M

2

) で 上 昇 し て お り
, 肥 大 塾 心 筋 症 群

(1 6 ±7 r n m H g , 81 士2 5 m l/ M
2

) で ほ さ ら に 上 昇 し て い た ･ 左 房 仕 事量 は 対 照 群 (87 士23 m m H g
･

m l) に 比 し
, 高 血 圧 症群

(11 6 ±34 m m H g
･

r n l) お よ び肥大型心 筋症群 (11 5 士19 m m H g
･

m l) に お い て増大 して い た . 左房駆 出性 に 関する 検討で は左房 一

回 抽出係数お よび 駆出率ほ とも に高血圧 症群(2 4 士5 m l/ 胱 34 ±8 % ) に 比 し肥 大塾心 筋症群(18 土2 m l/ M
2

, 2 3 ±6 % ) で 低下 して

い た ･ 肥大型心 筋症群で ほ
一
左房心機能 曲線 は 右下方 に 偏位 して お り , 左房

一

回抽 出係数位ほ 左房後負荷と 負の 相関関係(r =

- 0 ･ 7 7 5) に あ っ た ･ 左房腔硬 さ定数ほ対照群 (0 ･ 04 1 士0 ･ 0 0 6) に 比 し肥大塾心 筋症群 (0 . 06 3 士0 . 0 1 8) で 増大 して お り
,
左室壁

厚 と相関関係 (r = 0 ･5 6 0) を認め た ･ 左房貯留 容寮 ほ対照群 (1 3 士4 m V M
2

) に 比 し肥大型心 筋症群 (7 ±2 m l/ M
2

) で 低下 し てお

り
,
左房腔硬 さ定数と負 の 相関関係( r =

- 0 ･5 9 8) に あ っ た . 心係数ほ 左房腱硬 さ定数 と 負の 相関 関係 (r
= - 0 . 5 4 2) に あっ た .

以上 よ り
, 肥大型心筋症 では

l 左房後 負荷不整合 の た め左房 ボ ン ナ機能不 全の 状態 に あ り, ま た左房 の 硬 さの 増大に よ り左房

貯留磯髄も低下 して い るも の と 考え られ た .

K e y w o r d s h y p e rt r o p hi c c a r di o m y o p a t h y ･
1 eft a t rial f u n c tio n

,
1 eft a t ri al b o o st e r p u m p

f u n cti o n
,
1eft a t rial af t e rlo a d m is m at c h

,
1 eft at ria l r e s e r v oir f u n cti o n

左房ほ 血 行動態的に
, 貯留機能 , 導管機能 お よ び ポ ン プ機能

の 三 つ の 作用を 有する
1}

. 左室収縮が 開始 し僧 帽 弁が 閉鎖 さ れ

る と , 左房 は肺 静脈 から の 流入 血 を貯 留す る貯留槽 と して 機能

す る . 同時に
,
左房 の 伸展性 に 従 っ て圧が 上 昇 し, 壁が 伸展 さ

れ , 受動的 エ ネ ル ギ
ー

が貯蔵 され る
2)

. 左室収縮 が終 了 し
, 僧帽

弁が 開放 され ると l 左房 に 蓄え られ た血 液 と エ ネ ル ギ ー は 急速

流入 期に 左 室に放 出擾れ る . 緩徐洗入期 に は 左房ほ 導管 と して

の み 機能する . 左房収縮期に ほ
, 左房 は能動的 に 左室に 血 液を

駆出する ポ ン プ と して機能す る . 左房 は左室 へ の 血 液充満を 介

して 左心機能と密接に 関連 して お り
3)4)

, 左 室の 拡 張障害 や
,

収

縮障害
,
僧 帽弁の 異常が 存在する 場合 にほ

▲ 左房の 果た す役割

は 特 に 重要に な る
5 ト1 8)

肥大型心筋症 は左室伸展性の 低 下に よ る左室流入 抵抗の 増大

を 主病態と する疾患 で ある
17)1 8 )

が
,
左室充満 に 重要 な 役 割 を 果

た す左房の 働きに つ い て ほ 十分 に検討 されて い な い . 我々 は ま

ず左室造影像 を用 い て左室拡張期流入 分画の 検討を 行ない
l 肥

大塾心 筋症で は受動的左室充満 の低下に 対す る
,

心 房収縮 に よ

る代錬が不 十分 で あるもの と推察 した
18)

. そ こ で , 肥 大塾 心 筋

症 に お ける左房血行動態を 明 らか にす る目的で
l 左房の 圧 一

客

漬 曲線 を求 め
, 左房 の ポ ン プ磯能; 貯留機能お よび 導管槻能 に

つ い て検討 した . ポ ン プ機能に関 して は
, 左房 の 駆出性を決定

す る基本 的 因子 で ある
, 左房 の 前 負荷l 後 負荷 お よ び 収 縮

性
20)2 1)

の 面か ら検討 した
23)

. また 左房 の 拡張性を 反映する貯留幾

能に 関 して は
, 左房 の 本 質的 な硬 さ を 表 わ す , 左房腱硬さ定

数
24)

を 求め 検討 した .

対象および方法

Ⅰ . 左室造影像に よ る検討

1 . 対 象

対象 は , 心 愁訴の 精査目的で 入 院 し心 臓 カ テ ー テ ル 検査を含

む諸種心 機能検査に て も異常を 認め なか っ た対照者,
本態性高

血 圧症患者 ,
お よ び 厚生省特定疾患肥大型心 筋症調査研究班に

よ る特発性心 筋症診断の 手引き
l T)

に 基づ き診 断 した肥大型心筋

症患者の 45 名 で あ る . 対照の 内訳 ほ
よ 対照群14 名 , 高血圧症群

13 名お よ び 肥大型心 筋症 群18 名で あり , 各群間の 性別 , 年掛こ

有意差ほ なか っ た (表1 ) . 全例正 常洞調律 で あり , 有意な冠動

脈病変 , 糖尿病お よ び 内分泌疾患等 の 心 機能 に 影響を及ぼす他

の 疾患の 合併例ほ対 照よ り除外 した .

2 . 心臓 カ テ ー テ ル 検査 お よ び心 血 管造影

こ れ ら 3 群に 対 して 1 週 間以上 の 休薬の 上 , 経皮的大腿動脈

穿刺法に よ り心臓 カ テ ー テ ル 検査 を 実施 し た . S w a n- G a n z カ

テ
ー

テ ル に よ り右 心 系心 内圧 お よ び心 拍出量を 測定後 ,
左重圧

お よ び 大動脈圧 を測定 七;一一｢さ 即 ご左重態顛:
~

両室同時造影およ

び 冠動脈造影 を施行 した .
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左宴造影ほ ,
P ig t ai18 F カ テ ー テ ル を 用 い ∴ 造影剤 35 m l を

10 m l/ 秒で 左室 内に 注入 し
,

シ ネ ア ン ジ オ 装 置 C a r d o s k o p
- U

(SIE M E N S
,
E rl a n g e n

･
G e r m a n y) を 用 い て6 0 コ マ/ 秒 の 速度で ,

右前斜位30 鼠 左 前斜位60 度に て 二 方向同時撮影 を行 な っ た ･

3 . 左室造影像 の 解析

左裏道影 像よ り
,

画像 解析装 置 m o d el ∑
-

5 / E ( M e di c al

s ys te m s R e s e a r c h C o m p a n y ･ 東京) を 用 い て
, 左室収縮末期よ

り拡衷末期にわ た り, 1 6 ･ 7 秒毎の 左室容培を 算出 し
25)

体表 面横

で除して正∋酎ヒした後,
F o u ri e r 解析 に よ り拡張期左 室容 積

一

時間曲線を作製 した ･ 左室容賛 一 時間曲線 よ り
,
左室 の 急速流

入期および心房収縮期に お ける左室容積の 変化量を , 急速流入

期流入量お よび 心房収縮期流入 量 と して 求め た ･ ま た ,

一

回拍

出係数に 占め る急速流入 期流 入量 お よ び心 房収縮期流入量 の 割

合を急速流入 期流 入 率 お よ び 心 房収 縮期 流 入 率 と し て 求 め

た
10)

.

なお
, 左室収縮機能の 指 標 と して 左 室駆 出率 を 求 め た ･ ま

た , 左室壁厚と して
, 両室同時造影像拡張末期に お け る心室 中

隔厚およ び左室後壁厚の 和を 求め た
2¢)

･

Ⅰ . 左房圧 一 客積曲線に よる検討

1 . 対 象

対象は
l

心愁訴 の 精査目的 で 入 院 し心 臓 カ テ ー テ ル 検査を含

む諸種心機能検査 にて も異常を 認め な か っ た対照者 , 本態性高

血圧症患者 ,
お よ び厚生省特定疾患肥 大型心 筋症調査研究班に

ょる特発性心 筋症診断 の 手引き
lT}

に 基づ き診断 した肥大型心 筋

症患者の22 名で ある . 対象 の 内訳ほ
l 対照 群5 名 , 本態性高血

圧症群6 名お よ び肥大塾心 筋症群11 名 で あ り
,
各群間 の 性別 ,

年齢に 有意差は なか っ た (表 2) . 全例正 常洞調律で あ り, 有意

な冠動脈病変 ,
糖尿病 お よ び 内分泌疾 患等の 心機能 に 影響を 及

ぼす他の 疾患の 合併例 は対象 よ り除外 した .

2 . 心 臓カ テ ー テ ル 検査 お よび 心 血 管造影

これら 3 群に 対 して 2 週 間以上 の 休薬の 上
, 経皮的大腿動脈

穿刺法によ り心 臓 カ テ ー テ ル 検査 を 実施 し た . S w a n- G a n z カ

テ
ー

テル に よ り右心 系心 内圧 お よび 心 拍出量を 測定後 ,
大動脈

609

圧 ,
左重圧 お よび左房圧 を 測定 し , さ らに 左房 造影 , 左 室造

影 , 両室 同時造影お よ び冠動脈造影を 施行 した .

左心 系圧測定に は 4F ト ラ ン ス デ ュ
ー サ ー 先端型圧測定用 カ

テ ー テ ル ( m o d el l l O - 4
,
C a m i n o L a b o r a t o ri e s . S a n D i e g o ,

C A
,
U S A ) を用い た . 圧測定前 に 大気圧 に 零圧 レ ベ ル を 補正

し
, 測定中の 温度お よ び位置に よ る雫圧 レ ベ ル の 変動 の 補正 の

た 軌 体外式 ト ラ ン ス デ ュ

ー

サ
ー

に よ る圧測定を 同時に 施行 し

た
‖)

. 体外式 トラ ン ス デ ュ
ー サ ー

に よ る圧測定 の 零基 準点 ほ胸

壁厚 の 中心点 と した . 左房圧お よ び左重圧 は M I N G O G R A F 82

(SI E M E N S
,
E rl a n g e n

,
G e r m a n y) を 用い て紙送 り速度 250 m m /

S e C で記録 した .

左房圧測定は疑心 房中隔的 に 左房 に 挿入 した B r o c k e n b r o u
-

g b カ テ ー テ ル ま た ほ 左窒 よ り逆 行 性 に 左 房 内 に 挿 入 した

Pi gt ai18 F カ テ
ー

テ ル を 通 して
,

カ テ 先 マ ノ メ ー タ ー

を 左 房内

に 挿 入 して 行な っ た
1 阿 1)

. 左房造影ほ
,
B a r m a n n 7 F カ テ ー テ ル

を 用い
, 造影剤 40 m l を 15 m l/ 秒 で肺動派内に 注入 し

抑 28)

,
シ ネ

ア ン ジ オ装置 C a rd o s k o p- U (SI E M E N S
,
E rt a n g e n

,
G e r m a n y) を

用い て60 コ マ/秒 の 速度で 正側 二 方向同時撮 影を 行 な っ た . 左

房造影施行 と同時に カ テ先 マ ノ メ ー タ ー に よ り測定 された左房

圧を 記録 した .

左室造影 は
,
P i gt ai16 F カ テ

ー

テ ル を 用 い
, 造影剤 35 m l を

1 0 m l/ 秒 で左室内に 注入 し
, 右前斜位30 度 ,

左前斜位6 0 度 に て

二 方向同時撮影を 行な っ た .
P ig t ai18 F カ テ ー テ ル を 通 して 左

室 に 挿入 され た カ テ 先 マ ノ メ
ー タ ー

を 用い て , 左室造影施行 と

同時に 左重圧を 測定, 記録 した .

3 . 左房 お よび 左室の 圧 一 客墳曲線の 作成

左房造影像 よ り . 画像解析装置 m o d el ∑
-

5 / E ( M e di c al S yL

s te m s R e s e a r c h C o m p a .n y , 東京) を用 い て
▲
1 6 . 7 秒毎の 左房容

を 算出 し
2 ㈱

, さ ら に F o u ri e r 解析に よ り左房容績
一 時間曲線を作

製 した . 左房容構 一 時間曲線お よび 左房造影時 に 同時に 測定さ

れ た 左房 圧記録 よ り左房圧 一 客 積 曲 線 を 作 製 し だ)10卜 12 )2 7 剛 l)

( 図1 ) . 同様に 左室造影像 よ り ,
1 6 . 7 秒毎の 左室 容横 を 算出 し

て左室客席
一 時間曲線を作製 し

, 左室造影と 同時 に 測定 され た

T a bl e l . C l in ic al c h a r a c t e ris ti c s a n d h e m o d y n a m i c p a r a m e t e r s i n th e 3 g r o u p s w h o w e r e

m a d e i n v e s tig a ti o n u si n g l ef t v e n tri c ul o g r a p h y

c o n t r oI H y p e r t e n si o n

｡三悪二謁‰
N u m b e r o f P a ti e n t s

M al e/ F e m al e

A g e ( y e a r s)

S y s t oli c B lo o d P r e s s u r e ( m m H g)

L ef t V e n tri c ul a r W a11 T h i c k n e s s ( m m )

L ef t V e n t ri c ul a r E j e c ti o n F r a c ti o n ( % )

L ef t V e n t ri c u la r Fi11i n g V ol u m e I n d e x

d u ri n g R a pid F ill in g P e ri o d ( m l/ M
2

)

L ef t V e n t ric u la r Filli n g R a ti o

d u ri n g R a pid F illi n g P e ri o d ( % )

L ef t V e n tric u l a r F illi n g V ol u m e I n d e x

d u ri n g A tri al C o n tr a c ti o n P e ri o d ( m l/ M
2

)

L ef t V e n tri c ul a r F illi n g R a ti o

d u ri n g A tri al C o n tr a c ti o n P e rio d (% )

1 4 1 3

8/ 6 7/ 6

5 4 ±1 0 5 7 ±8

1 2 7 ±11 1 65 ±1 2 *

1 8 ±3 2 3 ±2 *

6 9 土6 7 0 ±9

3 9 ±5 3 1 ±7 *

6 6 ±5 5 4 ±11 *

1 3 士5 1 9 士5 *

2 4 ±4 3 4 土7 *

1 8

1 3/ 5

5 1 士10

1 1 9 ±17 ¶ ¶

31 士6 * ¶¶

64 ±6

24 ±8 * ¶

51 ±13 *

1 5 士4 ¶¶

32 士9 *

V al u e s a r e e x p r e s s e d a s m e a n ±S D .

*
P < 0 ･0 1 c o m p a r e d t o c o n tr oI s u bj e c ts ; ¶ P < 0 ･0 5■;

¶ ¶･P < 0 .01 c o m p a r e d t o h y p e rt e n si o n ･

M
2

= b o d y s u rf a c e a r e a ･



6 1 0

左室圧 よ り
,
左重圧 一 客寮曲線を作製 した .

4 . 左房 ポ ン プ機能 の 解析

左 窒拡張 後期 に お い て左 室圧 一

客積 曲線 を
一 次 指 数 関 数

P = b e
k v

( P = 左室圧 ,
Ⅴ = 左室容積 ,

b = 切片 ,
K = 左 室脛硬 さ定

数 ,
e = 自然対数 の 底) に 近似する こ とに よ り左 室腱 硬 さ定数を

求め
32 ト 珊

, 左房後 負荷の 指嘩と して
, 左童腱硬 さ定数 お よ び左

室拡張末期圧を 用 い た .

左房圧 一 客穫曲線 よ り
,
左房 の 前負荷 の 指標 と して

J 左房収

縮開始直前の 左房容構お よ び左房圧 を求め た . また 左房駆出性

の 指標と して
,
心房収縮期の 左房

一

回抽出係数 ,
心 房収縮期の

左房 駆出率を 求め た . さ ら に 左房 圧 一 客墳曲線の a ル ー

プ で 囲

まれる面積を 左房仕事量と して 求め た
紺 0 ト1 2)

( 図1 ) .

5 . 左房貯留扱能お よび 導管磯能の 解析 (図 2)

左房 圧 一 客横 曲 線 の Ⅴ ル ー プ の 上 行 脚 を
一 時 指 数 関 数

P = b e
k Y

( P = 左房圧 ,
Ⅴ = 左房容積 ,

b = 切片,
K = 左房脛硬 さ定

数 ,
e

= 自然対数 の 底) に近似す る こ と に よ り左房腔硬 さ定数を

求め た
12)2丁 卿 l)

. 左房 の 貯留機能の 指標 と して
, 左窒 息連 流 入 期

に お ける左房 の 客演変化を 貯留容構と して求め た
川

. ま た
, 左

房の 導管機能 の 指標 と して は心 房収縮 開始 以前 の 左室流入 量か

T a b le 2 . C li ni c al c h a r a c t e ri s ti c s a n d H e m o d y n a m i c p a r a m e t e r s

ら貯留容積 を 差 し引い た値 を導管容積 と して 求 めた
-1)

.

6 . 左室機 能の 解析

左窒収縮機 能の 指標 と して 左董 造影像 よ り左室駆出率を求め

た ･ また
,
左室弛緩の 指標 と して

, 弛緩期 の 左重圧下降の時定

数 T を W ei s s ら
3S)

の 方法に した が
T

っ て 求め た ･ なお 在室壁厚

と して
, 両室同時造影像拡張末期に お ける心 室 中隔厚および左

室後壁厚の 和を 求め た
26)

.

Ⅲ . 統計学的検定法

成績ほ す べ て平均値 と標準偏差で示 した ･ 対照群 , 高血圧症

群 お よび 肥大塑心 筋症群の 各群間の 平均値 の 差 の 検定ほ
,

一

元

配置分散分析を 行な い
t 有意差を 認め た 因子 に つ い ての 水準間

の 差 の 検定は
,
S t u d e n t の 非対標本 の 卜 検定 に よ り行なっ た .

また 血 行動態諸指標値の 関係は
▲
P e a r s o n の 相 関係数 ･ 回帰分

析 を用 い て検討 した ･ 危険率 p < 0 . 0 5 を有意差 あり と して判定

した .

成 績

Ⅰ . 左童造影像 によ る検討 (表 1)

収縮期血 圧 は高血 圧症群で 大で あ っ た . 左室 壁厚 ほ
l 対照群

P t ･

(悪)
S e x

L ef t V e n tri c ul a r T i m e C o n s t a n t L V F illi n g V o l u m e b ef o r e L ef t V e n tric ul a r

W al 1 T hi c k n e s s ( m m ) T ( m s) A t ri al C o n t r a c ti o n (r n l/ M
2

) E j e c ti o n F r a c tio n ( %)

C o n tr oI G r o u p

1 3 5

2 6 9

3 6 7

4 5 1

5 3 3

M a e n 士S D 5 7 士17

H y p e r t e n si o n G r o u p

6 6 0

7 6 0

8 4 3

9 5 7

1 0 5 8

1 1 6 4

M a e n ±S D 5 7 士7

M

M

M

F

M

M

M

M

M

M

F

H y p er tr o ph i c
' C a r di o m y o p a th y G r o u p

1 2 7 3

1 3 6 7

1 4 1 5

1 5 64

1 6 67

1 7 4 1

1 8 6 3

1 9 6 2

2 0 5 1

2 1 6 2

2 2 6 9

M a e n 士S D 58 士17

M

M

M

F

M

F

M

M

F

M

M

1 9

2 0

2 2

1 9

1 7

1 9 士2

2 7

2 6

2 6

3 2

2 5

3 5

4 3

38

5 5

3 7

4 4

4 3 ±7

5 0

5 6

4 7

5 2

4 2

4 7

2 8 ±2 * * 4 9 士5

3 4

3 7

2 6

4 5

2 7

2 5

3 2

3 8

3 9

4 0

3 3

7 2

5 5

4 7

6 0

8 3

5 4

4 8

6 0

6 0

4 7

5 4

3 4 士6 * * 5 8 士11 *

5 5

4 9

45

5 7

43

5 0 ±6

4 3

3 6

5 9

4 5

3 4

5 2

4 5 士9

4 7

3 4

5 3

4 6

3 4

3 9

3 5

3 8

4 2

3 7

2 4

3 9 士8 *

6 4

7 9

7 8

7 7

6 6

7 3 士7

7 4

7 0

8 0

6 2

6 8

6 5

7 0 ±7

7 3

6 7

6 9

7 8

4 6

4 1

4 3

6 5

6 3

7 5

8 0

6 4 士14

*

p < 0 ･ 05 ;
* *

p < 0 ,01 c o m p a r e d wi th c o n tr ol g r o u p ･ L V F illi n 苫 V ol u m e b e f o r e A t ri al C o n t r a cti o n = 1 ef t v e n tri c ul a r fi11i ng

v ol u m e d u ri n g r a pid a n d sl o w fillin g p e ri o d ; T i m e C o n s t a nt T = 1 ef t v e n tri c ul a r r el a x ati o n ti m e c o n s t a n t . M
2

= b o d y s u rf a c e

a r e a .



肥大型心筋症の 左房機能

に比して高血 圧症群 で 増大 してお り
,
肥大塾心筋症群 で ほ 更に

増大してい た ･ 左室駆 出率に は 3 群間で 差を 認め なか っ た ■

急速流入期左室充満動態 に 関す る 検討 で ほ
,

高血 圧症群 で

¢
L

⊃
の

の
¢
L

d

-

書
L

-

巾

}

芯
-

l e f t a t ri al v o 山 m e

Fig . 1 . A f o r m of l e ft a trial p r e s s u r e
-

V O l u m e l o o p w hi c h

W a S O b t ai n e d f r o m l ef t a tri al v ol u m e
-ti m e c u r v e (h o ri z o n t aI

a xis) a n d si m u lta n e o u sly m e a s u r e d le ft a tri al p r e s s u r e

c u r v e ( v e r ti c al a x is) . T h e p r e s s u r e
-

V Ol u m e l o o p c o n si s ts of

a n ATl o o p o n th e l ef t a n d a V-l o o p o n th e ri g h t . T h e a r e a

Of th e s h a d e d r e gi o n e x p r e s s e s l ef t a tri al s tr o k e w o r k .

L eft a tri al ej e c ti o n f r a c ti o n i s e q u al t o L A S I d i vi d e d b y

L A V d . L A S I = 1 ef t a.tri al st r o k e v ol u m e in d e x w hi c h is

e q u al t o L A V m i n s u b tr a c t ed f r o m L A V d ; L A S W I = l ef t

a tri al s tr o k e w o r k i n d e x ; L A V d = l ef t a tri al v ol u m e

im m e di at ely b ef o r e o n s e t of le ft a t ri al c o n t r a c ti o n
,

Viz .
,
1 ef t

a tri al v ol u m e i n d e x a t th e
`

di a s t a si s
'

of th e l ef t a tri u m ;

L A V m i n
=

m in i m u r n l ef t a tri al v ol u m e i n d e x .

巴
コ

S

の

巴
d

-

薫
L

一

再

‥‡
む

-

le ft a tri al v o 山 m e

Fig ･ 2 ･ A f o r m o f le王t a trial p r e s s u r e
一

V O lu m e l o o p w hi c h

W a s o b t ai n e d f r o m l ef t a tri al v ol u m e-ti m e c u r v e (h o riz o n t al

a xis) a n d si m ult a n e o u sly m e a s u r e d l e ft a tri al p r e s s u r e

C u r V e ( v e r ti c al a xi s) . T h e p r e s s u r e
-

V Ol u m e l o o p c o n si st s of

a n A -l o o p o n th e l ef t a n d a V -l o o p o n th e ri g h t . a
= =

W a v e o王 Ief t a tri al p r e s s u r e ; V
=

V W a V e Of lef t a tri al

pr e S S u r e ; X = X d e s c e n t of l ef t a tri al p r e s s u r e ; y
=

y

d e s c e n t of l ef t a tri al p r e s s u r e .
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は
, 急速流入 期流入 量 , 急速流入 期流入率 とも に 対照群 に 比 し

て 低下 して い た . 肥大塑心筋症群で は t 急速流入 期流入 量ほ 対

照群 , 高血 圧症群 に比 して低下 して お り, 急速流入期流入 率も

対照群に 比 して 低下 して い た . 左室壁厚 と急速流入期流入 量と

の 間に ほ r
= - 0 . 6 2 の 負の 相関関係が 認め られ た ( 図3) .

心 房収縮期左室充満動態 に 関す る検 討 で ほ
一 高 血 圧症群 で

は
, 心房収縮期流入 量 , 心房収縮期流入 率 とも に 対照群 に比 し

て 増大 して い た .

一 方 , 肥大型心茄症群 でほ , 心房収縮期流入

率は 対照群 に 比 して 増大 して い た が
, 心 房収縮期流入 量 は対照

群と 差が なく
, 高血 圧症群に 比 して低下 して い た .

3 群に おけ る , 急速流入期流入 量と心 房収縮期流入 量の 関係

( 図4 ) で ほ
, 高血 圧症群ほ , 急速流入 期流入 量と心 房収縮期流

(
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肥大型心 筋症の 左房機能

入量との 和が 対照群 と 同 一

に なる よう に 引い た直線上 に 位置 し

たが
,
肥大塾心筋症群 は直線の 左下方 に偏位 して い た .

Ⅰ . 左房圧
一 容積 曲軌 こ よ る左京ポ ン プ機能の 検討

左室壁厚は 対照群 に 比 し高血圧症群 , 肥大型心 筋症群で大 で

あっ た . 時定数 T ほ対照群に 比 し肥大塾心 筋症 群 で 延 長 し て

いた . 拡張早期左室流入 量は 対照群 に 比 し肥大型心 筋症群 で 低

下してい た . 左室 駆 出率 に ほ 3 群 間 で 差 を 認 め な か っ た (表

2) .

左房後負荷に 関す る検討で は
t 左室拡張末期圧 , 左室腔硬 さ

定数ともに
, 対照群 に 比 し

, 高 血 圧症 群 で は 増 加の 傾 向に あ

り, 肥大型心 筋症群 は
t
他 の 2 群に 比 して有意に 増加 して い た

(表3) .

左房前負荷に 関す る検 討 で は
, 左房 収縮 開始 直前 の 左房圧

は
t
対照群に 比 し

, 高血 圧症群で は増加 の 傾 向に あり , 肥 大型

心筋症群で は有意に 増加 してい た . 左房 収縮 開始直前の 左房容

額も同様に
, 対照 群に比 し, 高血圧症 群で ほ増加 の 傾向に あり

肥大垂心筋症群で ほ さ らに増加の 傾向に あ っ た (表 3 ) .

左房収縮性に 関する検 討 で ほ
, 左房 仕 事量 ほ , 対照 群 に 比

し, 高血圧症群 , 肥大 型心 筋症群で増 加の 傾 向に あ っ た . 高血

圧症群, 肥大塾心 筋症群 に は差ほ な か っ た . 左房駆出率は
, 対

照群, 高血圧症群の 両群間に 差は なく ,

一

方肥 大型心 筋症群は

他の 2 群に 比 して 有意に低下 して い た . 左房
一

回抽出係数は
,

高血圧症群 では
, 対照 群 に 比 し , 増加 の 傾 向 に あ っ た の に 対

し, 肥大型心 筋症群 で ほ
一 対照群と 同等で あり , 高血 圧症群に

比し有意に低下 して い た (蓑 3 ) .

そ こで
,
左室の 心機 能曲線 に 習い

,
左房前 負荷 で ある左房収

縮開始直前の 左房容積 と 左房 一

回 抽出係数の 関係 に つ い て 検討

した(図 5) . 肥大型心 筋症群 に お い て 想定 され る心 機能曲線は

対照およ び高血 圧症群に お い て想定さ れ る 心機能曲線 の 右下方
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に 偏位 L て い た .

また
, 左房後負荷に あた る左室腔硬 さ定数と左房

一

回 抽出係

数 と の 関係で は
, 肥大塑心 筋症群 で は 負の 相 関関係 を 認め た

が
, 対照群, 高血 圧症群は 左上方 に 位置 し

, 有意な 相関は認め

な か っ た (図6 ) .

左室腔硬 さ定数と左房仕事量の 関係 に つ い て検討す ると
, 対

照 お よび 高血 圧症群で ほ正 の 相関関係が 認め られ た . 肥大塑心

筋症群ほ 回 帰直線の 右下方に 偏位 して い た (図7 ) .
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Ⅲ . 左房圧 一 客積曲毒針こよ る左房貯留機能お よび導管機能 の

検討

左房腔硬 さ定数 は , 対照群 に 比 し
, 高血 圧症群 で増 大の 債 向

に あり , 肥 大型心 筋症群で は有意に 増大 して い た ( 表3 ) . 左室

壁厚と左房腔硬 さ定数と の 間に は r
= 0 . 5 6 0 の 正 の 相関関 係 が

認め られ た ( 園8 ) .

左房の 貯留容密 は , 対照群に 比 し
, 高血 圧 症群 で は減少 の 傾

向に あり , 肥大塑心 筋症群 で は 有意に 減少 して い た (表 3 ) . 左

房腔硬さ定数と 貯留容積 と の 間に ほ r
=

-

0 . 5 9 8 の 負の 相 関関

係が 認め られ た (図 9) .

左室腔硬 さ定数と , 導管容揖 と の 関係 で ほ
, 対照 お よび 高血
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圧症群 に お い て
,

r =
- 0 ･ 62 8 の 負の 相 関関係が 認め られた 軋

肥大型心 筋症群で
,
左室の ch a m b e r s tiff n e s s の 増大が高度な

例は
一

回 帰直線 の 右側 に 位置 して い た ( 図10) .

左房腱硬 さ定数と 心 係数と の 関係で ほ
,

r =
-

0 ･ 5 4 2 の 負の相

関関係が 認め られ た (図11) .

考 察

左房ほ 左室 の 流入 側に 位置 して お り
,
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肥大型心 筋症 の 左房機能

して
,
貯 軋 導軌 ポ ン プの 三 つ の 機能 を 有 し･ 左心 機能と密

掛こ関連 して い る
3)4)

･
こ の うち左房 の 能動的な 作用は

, 貯留 機

能およ びポ ン プ幾能 であ る ･ 左房の 心 傲能 を表す圧 一 容積曲線

軋 左房圧の a 汲 に対応す る a ル ー プ
,

お よび Ⅴ 故 に 対応す

る Ⅴ ル ー プ に よ り構成 され
,

a ル ー

プ は左房 の ポ ン プ磯能を
,

Ⅴ ル ー プは左房 の 貯留機能を 表わ す
2)12 耶

･ 貯留磯能は 左 房の 拡

張性に
,

ま た ポ ン プ 機能 ほ 左房 の 駆 出性 に 依 存 して い る ･

S ロg a
▲)
は左房の 拡張性 が肺静脈還流を 円滑に し

, 左心 境能 に 高

度の影響を与え る こ とを 報告 して い る ･ ま た僧帽弁 閉鎖不 全症

でほ左房の 貯留機能が肺動脈圧の 上昇 を抑制す るた めに 重要な

役割を果た して い る
12)

･ 貯留機能は 心 房細動 に 陥 っ て も 失わ れ

ること の な い
,
左房 の 国有 の 機能で あり ,

一 般 に心房細動に お

いても心畿能は左房 の 貯 留機能 に よ っ て 保持 さ れ る 場合 が 多

い彿
. しか しなが ら病的心 に お い て は

, 左 室の 異常 を左房の ポ

ン プ機能に よ り代償 して い る場合が 多い
5 ト T)1 0 ト 15 )

. 左房 の ポ ン プ

磯脚ま
,
肺動脈圧 の 上 昇 を抑制 し つ つ 左 室の F r a n k - S t a rli n g 機

構を有効に 作働させ る役割 を担 っ て お り
5)

, 左室 の 収縮 障害 に

おいて左房 の ポ ン プ故能 が増大 して い る こ と ほ従来 よ り指摘 さ

れてい る
丁)

. 左室の 拡張障害に よ り受動的 な 左室 へ の 血 液流 入

が障害されると , 左房 の ポ ン プ機能が 果た す役割 は特 に 重要に

なが 凧 l卜 1 5)
. 肥大型心筋症 は原因不 明の 左室肥 大 に よ る

,
左 室

の拡張性の 著 しい 低 下を 主病態 とす る 疾患で あ る
17)1 8 )

. 我 々 は

まず肥大型心 筋症に おけ る左房 ポ ン プ機 能に 注目 し, 左室造影

像より
, 急速流入期 お よ び心 房収縮期の 左室流入分 画を 求め 検

討した .

Ⅰ . 左室造影像に よる検討

肥大心 に おい て ほ
t 左室弛緩 の 異常

9)13 ) 3 71
や

, 拡張早期の 左室

充満障害が報告 され て お り
5 卜 8〉‖)1 5 )

, 今回 の 左室造影像 に よ る 検

討でも, 高血 圧症群
▲
肥 大塾心 筋症群で , 急速流入 期左室充満

の低下が認め られ た .
G r o s s m a n ら

38)
は 左 室 壁 厚 が 左 室拡 張

障害を規定す る重要な要 因で あると 報告 して い る が
, 急 速 流

入期流入 量 と 左 室壁厚 と の 間には 負の 相関関係が認め られ ,

また高血 圧症群に 比 して左室壁厚の 増大が 著明な肥 大塑心 筋症

群にお い て , 急速流入期 の 左室充満障害が 高度で あ っ た .
こ の

ように拡張早期の 左室充 満障害が 存在す る場合, 左房 の ポ ン プ

機能が代償的に 増大する こ と が 知 ら れ て い る
5)8) 1 1) 恥 15 )

. 今 回 の

検討でも , 高血 圧症群で は左房 の ポ ン プ 機能の 増大が認 め られ

た.

一 方
卜 肥大型心 筋症 群で は

, 心 房収縮期流入率 は対照群に

比して増大 して い た が
,

心 房 収縮期 流入 量 は 対照群 と 差 が な

く, 高血圧症群に 比 して 低下 して い た . そ こ で 3 群 に おけ る急

速流入期流入量と 心 房収縮期流入 量と の 関係に つ い て 比較 した

結果, 高血圧症群で は急 速流入 期流入 量の 低下が心 房収縮期流

入量の増大に よ っ て 補わ れ て い たが
, 肥大型心 筋症群 で ほ

▲
心

房収縮期流入量の 代償的増 大が不 十分で あ るもの と考 え られ た

個5)
lg)

.

Ⅱ . 左房圧 一 容積曲線 に よ るポ ンプ機能の 検討

心拍出量ほ
▲ 前負荷l 後負荷 お よび 収縮力の 三 つ の 要素 に よ

り決定される
20) → 2 3 )

. 左房 ポ ン プ機能 を 明 らか にす るた 捌 こ は 正

確な左房の 前負 軋 後負荷の 測定お よび 収縮性の 評価が 必要 と

考えられる が
, 左房圧測 定が 困難なた め に

,
肥大塾心 筋症 に お

いては従来詳細な 検討は な され て い な い
. 本研究で は直軌 左

霹の圧, 容硬を同時に測 定す る こ とに よ り左房圧 一 客積曲線を

作製し
, 左房 の 前負荷と して左房収縮直前の 左房容構 お よび 左

岸圧を
, ま た左房収縮性 の 指標 と して 左房仕事 嵐 左房駆 出率
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お よ び左房 一

回 抽出係数 を求め た . さ
.
ら に 左房後負荷と して 左

室拡 張末期圧お よ び左室脛硬 さ定数 を求 め検討 した .

左 室壁厚 , 弛緩期の 指標で ある時定数 T お よ び 拡張 早期左

室充 満に 関す る検討で ほ肥大型心筋症群 にお い て 高度の 左室拡

張障害 の 存在が 認め られた . 左室拡張末期圧お よ び 左室腔硬 さ

定数 は
▲
対照群に比 し高血 圧症群 で増大 の 候向に あ り, 肥大型

心筋 症群 で は他の 2 群 に 比 し有意に 増大 して い た . すなわ ち肥

大塾心筋症群で は 高度 の 左室拡張障害が 存在 し
, 左房後負荷ほ

高血圧症群 に比 して有意 に 増大 して い た .

左房前負荷に 関する検討で ほ
,
肥大心特 に 肥大型心筋症群に

お い て増大 が認め られ た . 肥大心 で ほ
,
左室拡張障害 に よ り多

量の 血 液が左房内に 残留する た め
, 左房収縮 直前の 左房容構お

よ び 左房圧 が上 昇 し
, 左房後負荷 の 増大に 対 して代償的に 作用

して い るもの と推察され た .

左房仕事量は 前負荷, 後負荷の 増大を 反映 して
, 肥大心に お

い て 増大 して い る債向に あっ た が , 高血 圧症群 卜 肥 大型心 筋症

群の 間に は 差はな か っ た . 左房の 駆出性の 指標 に関す る検討で

ほ
, 高血 圧症群 で は 左房 ポ ン プ機能 の 増大が 認め られた .

一 方

肥大型心 筋症群 で ほ 左房駆出率が低下 して お り左房
一

回 抽出係

数は 高血 圧症群 に 比 して低下 して い た . 高血圧症群で は 拡張早

期左室充満の 低下が 心 房収縮期に お い て代償 されて い るが肥 大

塾心 筋症群で は代償に 破綻を来た して い る こ と が推察 された .

そ こ で 3 群に おけ る左房 ポ ン プ機能を 明 らか にす るた め に左

室の 心 傲能曲線 に 習 い
, 左房の 前負荷 と ポ ン プ機能と の 関係に

つ い て 検討 した (図5 ) . 心 房厳に お い て F r a n k- S t a rli n g 機構 が

成立す る こ と ほ
, 実験的に 証明 され

鋤 8)

, 臨床的に も報告 され て

い る
川)

. 対照群お よ び高血圧症群は 同 一

の 左房心機 能曲線 上 で

作動す る こ と が認め られ , 高血圧症群で は 左房 前負荷の 動員に

よ り左房駆出性 が増加 して い た . 高血 圧症群で は左室拡張機 能

障害 に よ り拡張早期左室充満が低下 して い る が左房収縮直前の

左房容横が 増大す る こ と に よ り左房
一

回 抽出係数が 増加 し
, 拡

張早期左室充満障害を 代償 して い るもの と考え られ た .

一 方
,

肥大型心 筋症群 で は 左房心 機能曲線ほ 右下方に 偏位 して お り,

左房前負荷の 増大 に よ る左房駆出性 の 増加の 度合 い が 低下 して

い た
.

左房後負荷と左房 ポ ン プ機能と の 関係(図 6) で は
, 対照群お

よび 高血 圧症群 でほ 有意な相関は認め な か っ た が
,
肥大型心 筋

症群 で は 負の 相関関係が あり , 他 の 2 群の 右下方 に 位置 して い

た . 対照群お よ び高血圧症群で は左房前負荷予備力が あ るた め

後負荷の 増大に よ っ て も直 ちに 駆出性の 低下に は つ なが らな い

が
, 肥大型心筋症群ほ 後負荷不整合 の 状態に あり前負荷予備力

の 限界に 達 して い るた め
, 後負荷 の 増大に よ り駆 出性 の 低下を

生ず るもの と考 え られ た
41)4 2 )

左房後負荷と左房仕事量と の 関係(図 7 ) で は , 対照群 お よび

高血 圧症群で は正相関関係が 認め られ た が
, 肥大塑心 筋症群ほ

回 帰直線の 右下方に 偏位 して い た . 肥大型心 筋症群で は左房後

負荷の 増大に み あ っ た左房仕事量の 増大 が得 られて お らず , 左

房 ポ ン プ機能の 冗進の 限界 に 達 して い るも の と考え られ た .

Ⅲ . 左房圧 一

容積曲線 によ る貯留機能 および導管機能の 検討

左房の 圧 一 客構曲線の Ⅴ ル ー

プ の 上 行脚 は , 僧 帽弁が 閉鎖

し, 左房が 受動的 に 拡張 し, 内圧が上 昇す る時点に相 当す る .

Ⅴ ル ー プの 上行脚 に お け る圧 一 客横 関係は指 数関 数 に 近似 さ

れ , 曲線の 勾配 , すなわち容積の 変化 に対す る圧の 変化率が 左

房腔の 硬 さを表わ す
12) 抑開脚)

. 左房腔硬 さ定数ほ 対席群 に 比 し
,
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高血 圧症群で は 増大 の 傾向に あり , 肥大塾心筋症群 で は さ ら に

有意 に 増大 し て い た . R ic k st e n ら
43)

は本態性高血圧 ラ ッ トに お

い て左房 の 脛 の 硬 さ , お よ び左房筋自体の 硬 さ が増大 して い る

こ と を報告 し て い る . 肥 大型心 筋症に お ける左房 の 腔 の 硬 さ の

増大 の 原因 に 関 して ほ
, 左房筋 の 硬 さの 増大

2 丁)

お よ び左房壁 厚

の 増 ガ
l)

が考 え られ る . しか しなが ら現時点で 臨床 的に左房 の

壁厚 を測定す る こ とは 困難 で あり今後の 検討が 必要 と考 え られ

る , 左室壁厚と 左房腔硬 さ定数 との 間に は正 の 相関関係が 認め

られ た . 左室壁厚 が左房脛 の 硬 さの 増大に 関与 して い る原困 に

関 して は
,

一

つ に ほ
l 左室壁厚の 増大に よ る左房後負荷 の 上 昇

に よ り
38)

左房筋の 障害が 生 じて い る こ と が 考え られ る
45)

. また
,

肥 大型心 筋症 に お ける心 筋の 異常が
, 心 室肪 の み な らず心 房筋

に も存在する 可能性も推察 され る
購)

.

左房の 貯留機能 に 関す る検討 で は
一 肥 大型心 筋症で ほ左房陛

硬 さ定数 の 増大 に よ り左房の 貯留容横が低下 して い た . 左房腔

の 硬 さの 増大 は貯留機能 の 低下を もた ら して い た .

左房 の 導管機能 に 関す る検討で は
,
高血 圧症群 で は左室腔硬

さ定数 の 増大 に よ り導管容横が 低下 して い た .

一

方 , 肥大型心

筋症群で
,
左室脛硬 さ定数 の 増大が 高度 な例は

,
対照 お よび 高

血 圧症群 に お ける 回帰直線 の 右側に 位置 して お り , 貯留機能 ,

ポ ン プ幾能 の 低下 に 伴 い
, 導管と して の 機能が 先進 して い る こ

と が 推察 され た .

左房腔硬 さ定数 と心 係数 との 関係で は
,
左房脛硬 さ定数の 増

大に よ り心係数 の 低下が もた ら され て い た . 左房腔の 硬 さの 増

大は
, 肺静脈還流 を障害 し , 心 拍出量に 影響を 及ぼ して い るも

の と考 え られ た
l)

.

結 論

肥 大型心 筋症 の 左房機能 を 明 らか に す る 目的 で
, 正 常対 照

者 , 本態性高血 圧症患者 お よ び肥 大型心 筋症 患者 を 対 象 と し

て
,
左室造影像に おけ る拡 張期左 室流 入 分画 の 検 討 を 行な っ

た . ま た左房圧
一

客構曲線か ら, 左房 の 貯留機能, 導管機能お

よび ポ ン プ歯髄 に つ い て検討 し次 の 結果を 得た .

1 . 左室造影像 に おけ る左室流 入 分画 の 検討 に お い て
, 高血

圧症群で は拡張早期左室充満障寒 が心 房収縮期に お い て 代償 さ

れて い た が
, 肥大型心 筋症群で ほ心 房収縮期の 代償が 低下 して

い た .

2 . 左房圧 一 客横曲線 に よ る左房 ポ ン プ機能に 関す る検討で

ほ
, 高血圧症群 で は左最後負荷の 増 大に対 し

, 左房前負荷が動

員 され左房駆 出性 が増大 して い た が
, 肥大型心 筋症群で ほ左房

前負荷の 増大 に もか か わ ら ず左房 駆 出性 の 増 大が 不 十 分で あ

り , 左房 の 後負荷不 整合に よ り左房 ポ ン プ機能の 克進の 限界 に

達 して い るも の と考 え られ た
.

3 . 左房圧 一 客横曲線に よ る左房 の 貯留機能お よ び 導管傲能

に 関する検討 で は
l
肥大型心筋症群 に お い て 左房腔 の 硬 さの 増

大が 認められた . 左房腔の 硬さ の 増大は 左童壁 厚に 影響 され て

お り, 左房 の 貯留機能 の 低下をもた ら して い た . 肥 大型心筋症

群で は左房 の 貯留機能お よび ポ ン プ機能の 低下に 伴 い
, 導管機

能の 先進 がうか が わ れ た . 左房腔 の 硬 さの 増大 は 心 拍出鼻 の 低

下を もたら して い た .

以上 よ り , 肥大型心筋症で は
, 左室拡張性の 低下 に よ る左房

収縮期 の 左房後負荷不 整合の た め ･

,
左房ポ ン プ機能不 全 の 状態

に あるも の と考えられ た . ま た左房脛の 硬さ の 増大 に よ り左房

貯留機能も低下 して お り , 左房不 全 の 状態 に近づ い て い るも の

と 考え られ た .
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r es s u r e an d v ol u m e i m m e di ately

b ef o r e a b i al c o n t r a cti o n w e re b o th i n c r e a s e d in p a ti e n ts wi th h y pe rt e n Si o n ( 1 0 ±5 m m H g ,
7 1 ± 19 m l/ M

2

,
M

2
= b o d y s urfac e

ar e a) c o m p ar e d w i th c o n 打01 s ubj e c ts ( 7 ± 1 m m H g ,
5 9 ±6 m l/ M

2

) ,
an d e v e n m o re in c r e a s e d i n p ati e n t s w i th h y pe rtr OP hic

C ar di o m y op at h y ( 1 6 ±7 m m H g ,
8 1 ±2 5 m l/ M

2

) . T h e l e f t a tri al s B ok e w or k i n d e x w a s hi g h er i n p a ti e n ts w i th h y p e rte nsio n

(1 1 6 士 34 mm H g
･

m l) an d h y p ertr o p hi c c a rd i o m y o p a th y (1 1 5 ± 19 m m H g
･

m l) th an i n c o n tr o I s u bj e ct s ( 8 7 ±2 3 m m H g
'

mi ) . I n v e sti g ati o n o f l eft a 雨 al ej e c ti o n r e v e al e d th at th e l e ft a bi al str o k e in d e x a n d ej e c ti o n fr a c ti o n w er e b o th 1e ss i n

p ati e nts w ith h y pe rtr Op hi c c ar di o m y o p a th y ( 18 ±2 m l/ M
2

, 23 ± 6 % ) th an in p ati e n ts w ith h y p erte n si o n (24 ±5 m l/ M
2

,
34 ±

8 % ) . I n p ati e n ts w ith h y p e rtr op h ic c ar di o m y o p a th y ,
th e l eft at ri al fu n c ti o n c u Ⅳ e S h o w ed a s hi f t t o th e l o w er ri g h t

,
a n d th e

l ef t a 仕i al str o k e i n d e x w as i n v er sely c o r r el a te d ( r =
-

0 .7 7 5) w i th 血e l ef t a 由a l af terl o ad . T h e l e ft atri al c h am b er sti 蝕e ss

c o n sta nt w a s l a rg er in p a 丘e n ts w i th h y pe rtr Op hic c ar dio m y op a th y (0 .0 63 ± 0 .0 1 8) th an i n c o n tr oI s u bj e cts (0 ･04 1 ±0 ･ 00 6) ,

an d w as c orr el at e d w i th left v e nt ri c ul ar w al 1 th ic k n e s s (r = 0 .5 60) . L e ft atri al r e s e rv Oir v ol u m e w a s s m al1 er in p ati e nt s wi th

h y pe rtr OP hic c ar di o m y o p a th y (7 ±2 m l 伽
2

) th an i n c o n tr oI s u q e cts ( 1 3 ±4 m l/ M
2

) ,
a n d w as i n v er s el y c o rr el at ed w ith th e l eR

a 打i al ch a m b e r sti f h es s c o n st a n t ( r =
- 0 .5 9 8) . T h e c ar di a c i n d e x w a s in v er s ely c o rr el at ed w i th th e l e ft at ri al c h a m b er stiff -

n e s s c o n st an t (r = 0 .5 42) . T his st ud y s ug g est s th at
,
in h y p er 加P hic c ar di o m y op a th y ,

1 eft atri al b o o st er p u m p f ai 1u r e d u e t o leR

a 扇 al aft erl o ad m is m at ch e xist s
,

an d th e l e ft a bi al r e s e rv Oir fu n c ti o n is al s o d e cr e a s e d d u e t o in c r e a s ed l e ft a 打i al c h a m ber

Sd 飴1e S S .


